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事業再構築補助金 ものづくり補助金 持続化補助金 ＩＴ導入補助金 事業承継・引継ぎ補助金

事務局 パソナ 中央会 商工会・商工会議所
サービスデザイン

推進協議会
デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社

補助金タイプ 設備投資・販路開拓 設備投資 販路開拓・販売促進 ＩＴソフト導入（インボイス枠はハードも対象）
＊経営革新型：設備投資・販路開拓

＊専門家活用型：M＆A関連費用（仲介料、デューデリ費用）

事務局サイト https://jigyou-saikouchiku.go.jp/ https://portal.monodukuri-hojo.jp/ https://r1.jizokukahojokin.info/ https://www.it-hojo.jp/2022/ https://jsh.go.jp/

PRチラシ
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/jig

yo_saikoutiku.pdf?0215
https://seisansei.smrj.go.jp/pdf/0101.pdf

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/jiz

oku01.pdf
https://seisansei.smrj.go.jp/pdf/0103.pdf

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/1224/00

3_shoukei.pdf

概要説明資料 https://jigyou-saikouchiku.go.jp/pdf/hoseiyosan_gaiyou.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/m

ono.pdf?0303

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/jiz

oku02.pdf

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/IT.

pdf

キャッチフレーズ

ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応する

ための企業の思い切った事業再構築を支援。

２０２１年度に続いて、２０２２年度も３回の公募がありま

す。（予想：６月締切、９月締切、１２月締切）

経営革新に設備投資するチャンス
販路開拓を目指す皆様へ ブランド力を高めたい 商品を宣伝し

たい HPを開設した

I＊Tで業務効率化・データ活用をしたい 働き方改革・コロナ対

策を進めたい 全社的なDXを進めたい 。

＊特に令和４年度は、（令和５年度）インボイス制度導入への

対応も見据えつつ、企業間取引のデジタル化を強力に推進。

M＆A等を通じた事業承継を契機に、経営革新等に挑戦する 中

小企業に対し、設備投資・販路開拓等に必要な経費を支援しま

す。

令和4年度のトピックス

１．売上高10％減少要件の緩和

２．回復・再生応援枠の新設（旧「非常事態宣言特別枠」とほ

ぼ同じ。

３．グリーン成長枠の新設

４．通常枠の補助上限額の見直し（下の補助額のとおり）

１．従業員規模に応じた補助上限額の設定（下の補助金額のと

おり）

２．回復型賃上げ・雇用拡大枠の新設

３．デジタル枠の新設

４．グリーン枠の新設

１．成長・分配強化枠の新設

２．新陳代謝枠の新設

３．インボイス枠の新設

４. 「地域資源型」、「地域コミュニティ型」の事業者の優先

採択

１．デジタル化基盤導入類型の新設

＊インボイス制度導入への対応も見据えつつ、企業間取引のデ

ジタル化を強力に推進。

＊会計ソフト、受発注ソフト、決済ソフト、ECソフトに補助対

象を特化

＊クラウド利用料を２年分まとめて補助

＊PC・タブレット、レジ・券売機等の購入を補助対象に追加

＊他の主要補助金同様に「通年公募」となる！

（４月以降３～４回程度の公募と予想！）

補助額・補助率

補助対象費用

内装費も設備投資に含まれる。（建物費は、新築の場合、一定

の制限を設ける）

補助事業に係わる販促費等も補助対象とする。

機械装置、外注費など

建物・内装費は対象外

販路開拓・お客さんを増やすための費用であれば、ほとんど対

象。（汎用品は対象外）

ＩＴソフト・アプリが対象。

＊今回からクラウド利用料が２年分対象

＊デジタル化基盤導入型では、PC、レジ等の「購入」も補助

対象。

＊経営革新型：設備投資・販路開拓・人件費を含めほとんどの

経費が対象

＊専門家活用型：M＆A仲介料、デューデリ費用などの専門家

経費

公募スケジュール
２０２２年４月以降に３回程度の公募を実施予定。

（予想：６月締切、９月締切、１２月締切）

通年公募（2022年度まで）次回公募締切は５月１１日。

3か月毎に年に4回締切を設ける。

通年公募（2022年度まで）

通常枠は、4か月毎に年に3回締切を設ける予定。

その他の申請枠の公募スケジュールは、今後公表予定。

通年公募（2022年度まで）

近日中に公募スケジュールは公表される予定。

通年公募（2022年度まで）

近日中に公募スケジュールは公表される予定。

採択率

令和３年度の公募実績は以下のとおり。

＊通常枠；３７％前後（３社に１社）

＊緊急事態宣言特別枠：６７％（３社に２社）

＊最低賃金枠：７５～８０％

令和３年度の公募実績は以下のとおり。

＊一般型；４５～６０％前後

令和３年度の公募実績は以下のとおり。

＊４５～７０％前後

令和３年度の公募実績は以下のとおり。

＊５５～６０％前後

令和３年度の公募実績は以下のとおり。

＊経営革新型；５０～５５％

＊専門家活用型：８０～９０％

＊＊＊令和4年の国（経産省）主要補助金早見表（2022年3月１６日時点）＊＊＊

経産省

補助金名
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